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は
じ
め
に

『
新
修
大
阪
市
史
』
第
六
巻
に
は
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
大
阪
の
芸

能
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
歌
舞
伎
か
ら
浪
花
節
ま
で
、
そ
の
記
載
は
五
十
ペ
ー
ジ

以
上
に
の
ぼ
り
、
充
実
し
た
記
述
で
あ
る
。
当
時
す
で
に
旧
劇
と
称
さ
れ
て
い
た
歌
舞

伎
に
は
十
ペ
ー
ジ
を
割
り
当
て
、
主
立
っ
た
役
者
が
紹
介
さ
れ
て
い
る（
１
）。

市
川
右
団
次
（
初
代
、
斎
入
）、
片
岡
我
当
（
三
代
目
、
十
一
代
仁
左
衛
門
）、
中
村

鴈
治
郎
（
初
代
）
を
ま
ず
大
き
く
取
り
上
げ
、
特
に
鴈
治
郎
に
つ
い
て
は
中
村
歌
右
衛

門
襲
名
問
題
や
玩
辞
楼
十
二
曲
に
つ
い
て
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
中
村
梅

玉
（
二
代
目
）、
嵐
橘
三
郎
（
三
代
目
）、
嵐
璃
珏
（
四
代
目
）、
尾
上
多
見
蔵
（
二
代
目
）、

中
村
雀
右
衛
門
（
三
代
目
）、
そ
し
て
實
川
延
若
（
二
代
目
）
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

他
に
片
岡
我
童
（
九
代
仁
左
衛
門
）
や
尾
上
卯
三
郎
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
り
、
十
人

余
り
の
役
者
名
が
登
場
す
る
。
誠
に
過
不
足
が
な
い
が
、
こ
れ
は
芸
能
史
的
な
観
点
、

つ
ま
り
芝
居
を
す
る
側
に
即
し
た
記
述
と
い
え
る
。

過
去
の
あ
る
時
期
に
観
客
に
は
好
評
を
博
し
た
が
、
後
世
に
は
評
価
さ
れ
な
い
役
者

は
大
勢
い
る
。
い
ま
試
み
に
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
時
点
で
大
阪
俳
優
組
合

に
所
属
し
て
い
た
役
者
四
百
四
十
六
名
に
つ
い
て
、
そ
の
等
級
を
表
１
に
ま
と
め
て
み

た
（
等
級
は
年
収
、
つ
ま
り
納
税
額
に
応
じ
た
俳
優
の
区
分
で
、
第
一
等
が
最
も
高
収

明
治
後
期
か
ら
大
正
初
期
の
大
阪
に
お
け
る
芝
居
の
様
相
―
庶
民
文
化
史
の
立
場
か
ら
―

船
越

幹
央

	

要
旨

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
時
点
で
、
大
阪
俳
優
組
合
に
所
属
し
て
い
た
役
者
は
四
百
四
十
六
名
い
た
が
、
現
在
で
も
記
憶
さ
れ
て
い
る
有
名
な
役

者
は
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
満
た
な
い
。
本
稿
で
は
、
中
村
七
賀
之
助
、
中
村
福
円
、
岩
井
琴
女
の
三
人
の
役
者
を
取
り
上
げ
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
初
期
に
か

け
て
の
大
阪
の
観
客
の
好
み
を
考
察
す
る
。
中
村
七
賀
之
助
は
、
松
島
八
千
代
座
な
ど
の
舞
台
に
上
っ
た
が
、
旅
興
行
で
身
に
付
け
た
誇
張
さ
れ
た
演
技
を
得

意
と
し
た
。
中
村
福
円
は
、
大
阪
の
み
な
ら
ず
東
京
の
小
芝
居
で
も
活
躍
し
、
早
替
り
や
宙
乗
り
と
い
っ
た
ケ
レ
ン
の
芸
で
観
客
を
沸
か
せ
た
。
岩
井
琴
女
は
、

東
京
の
女
役
者
・
岩
井
九
女
八
の
弟
子
で
あ
る
が
、
千
日
前
の
芦
辺
劇
場
で
活
動
写
真
と
キ
ネ
オ
ラ
マ
の
余
興
と
し
て
「
電
気
応
用
」
の
歌
舞
伎
舞
踊
を
披
露

し
、
多
く
の
観
客
を
集
め
た
。
こ
れ
ら
の
芸
は
、
あ
る
種
の
評
者
か
ら
は
格
の
低
い
も
の
と
み
な
さ
れ
た
が
、
多
数
の
観
客
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。
大
阪
の
芝
居
と
観
客
の
好
み
を
考
え
る
と
き
、
こ
の
よ
う
な
役
者
や
芸
を
分
析
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
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明治後期から大正初期の大阪における芝居の様相―庶民文化史の立場から―

貢
（
伊
勢
音
頭
）
を
演
じ
た
の
で
あ
る
。

宮
戸
座
は
、
浅
草
に
あ
っ
た
小
芝
居
で
旧
名
を
吾
妻
座
と
い
っ
た
。
こ
の
興
行
に
つ

い
て
は
、
み
や
け
生
「
小
芝
居
の
盆
興
行
」
が
詳
し
く
報
じ
て
い
る
。

◎
大
阪
登
り
中
村
七
賀
之
助

4

4

4

4

4

4

の
盲
兵
助

4

4

4

は
単
に
達
者
な
だ
け
で
す
。
尤
も
大
阪
で
見
た

何ど

の
役
よ
り
も
神
妙
に
演し

て
は
ゐ
ま
し
た
が
、
然
し
此
人
は
臭
い
と
か
達
者
と
謂
つ
て

も
修
業
の
効
の
為
か
、
楽
之
助
輩
よ
り
は
慥
に
役
者
に
な
つ
て
ゐ
る
人
で
す
。（
中
略
）

七
賀
之
助

4

4

4

4

の
貢4

も
お
土
産
狂
言
と
見
へ
兵
助
よ
り
は
可よ

か
つ
た
。
そ
れ
に
こ
れ
で
は
兵

助
程
儲
け
ず
割
合
地
味
に
し
て
ゐ
ま
し
た
。
然
し
あ
れ
だ
け
に
見
ら
れ
た
の
も
全
く
勘4

五
郎
4

4

が
巧
く
引
立
て
ゝ
ゐ
た
か
ら
で
せ
う（
４
）。

書
き
手
は
、
小
芝
居
や
宮
戸
座
に
つ
い
て
好
意
的
な
立
場
だ
が
、
七
賀
之
助
に
つ
い

て
は
「
単
に
達
者
な
だ
け
」
と
し
な
が
ら
、「
臭
い
と
か
達
者
と
謂
つ
て
も
修
業
の
効

の
為
か
、（
中
略
）
慥
に
役
者
に
な
つ
て
ゐ
る
人
」
と
評
し
た
。

先
の
投
書
が
出
た
翌
月
、「
演
芸
画
報
」
九
月
号
の
倶
楽
部
に
次
の
よ
う
な
投
書
が
載
っ

た
。

▲
本
郷
座
の
要
三
様
へ
。
八
月
号
に
於
て
、
宮
戸
座
出
勤
中
村
七
賀
之
助
の
盲
兵
助
を

非
常
に
お
ほ
め
に
預
か
り
感
謝
致
し
ま
す
。
私
は
大
の
松
鶴
屋
ビ
イ
キ
に
て
彼
が
当
地

［
大
阪
］
八
千
代
座
に
て
興
行
の
際
は
、
い
つ
も
同
じ
も
の
を
六
七
回
も
見
に
行
つ
て

居
り
ま
し
た
。（
片
岡
長
太
夫
［
、］
中
村
福
円
、
中
村
扇
太
郎
、
中
村
嘉
七
、
片
岡
松

三
郎
等
と
始
終
一
座
し
て
居
り
ま
し
た
）
就と

り
わ
け中
彼
の
「
盲
兵
助
」「
酒
屋
」
の
お
園
「
鏡

山
」
の
お
初
「
忠
臣
蔵
」
の
勘
平
等
は
十
八
番
の
内
の
錚
々
た
る
も
の
に
て
、
貴
地
に

於
て
も
順
次
演
ず
る
で
せ
う
か
ら
、
そ
の
度
に
私
等
の
た
め
に
当
欄
を
借
り
て
御
賢
評

お
聞
せ
下
さ
い
ま
せ
、
お
願
ひ
致
し
ま
す（
５
）。

投
書
子
は
、
こ
の
よ
う
に
大
阪
の
松
島
八
千
代
座
で
い
つ
も
七
賀
之
助
を
見
る
贔
屓

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
も
書
く
。

七
八
年
以
前
で
し
た
八
千
代
座
に
て
先
年
貴
地
で
没
し
ま
し
た
嵐
芳
三
郎
と
、
今
京

都
に
居
り
ま
す
中
村
福
之
助
と
三
人
に
て
「
鏡
山
」
の
尾
上
、
岩
藤
、
お
初
の
三
役
を

毎
日
交
り
で
演
つ
た
事
が
御
座
い
ま
し
た
。
そ
の
時
な
ど
矢
張
り
三
役
を
通
じ
て
優
が

一
番
巧
く
評
判
が
好
か
つ
た
如や
う

に
覚
え
て
居
り
ま
す
。
永
年
旅
を
廻
つ
て
居
り
ま
し
た

か
ら
或
は
芸
が
荒
ん
で
ゐ
る
か
も
知
れ
ま
せマ

けマ

れ
ど
、
逝
つ
た
芳
三
郎
の
か
は
り
に
ヒ

イ
キ
に
し
て
応
援
し
て
や
つ
て
被く
だ
さ下
い
ま
せ
。（
嫦
娥
園
不
珍
）（
６
）

こ
の
投
書
に
は
、
中
村
七
賀
之
助
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

屋
号
を
松
鶴
屋
と
い
い
、
長
く
旅
芝
居
を
廻
っ
て
い
た
こ
と
。
大
阪
・
松
島
八
千
代
座

に
し
ば
し
ば
出
演
し
、
そ
の
際
に
は
嵐
芳
三
郎
、
中
村
福
之
助
、
片
岡
長
太
夫
と
い
っ

た
役
者
た
ち
と
舞
台
に
上
っ
て
い
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

七
賀
之
助
を
初
め
て
見
た
だ
ろ
う
東
京
の
観
客
・
要
三
も
、
熱
烈
な
贔
屓
で
あ
る
大

阪
の
観
客
・
嫦
娥
園
不
珍
も
、
彼
の
芝
居
を
高
く
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

中
村
七
賀
之
助
は
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
の
「
大
阪
俳
優
組
合
収
入
金
調

書
」（
７
）に
よ
る
と
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
二
十
五
日
生
ま
れ
で
、
本
名
を

榎
原
一
松
と
い
い
、
当
時
は
六
等
俳
優
。
住
ま
い
は
、
役
者
が
多
く
住
む
島
之
内
の
笠

屋
町
で
あ
っ
た
。
大
正
三
年
の
時
点
で
、
数
え
四
十
四
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
以
下
、

年
齢
は
数
え
年
）。

そ
う
す
る
と
、
嵐
芳
三
郎
や
中
村
福
之
助
と
共
演
し
た
「
七
八
年
以
前
」
と
は
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三
十
六
、七
歳
の
頃
（
明
治
三
十
八
、九
年
頃
）
の
勘
定
に
な
る
。
実
際
に
は
、
松
島

八
千
代
座
の
記
録
を
調
べ
て
み
る
と
、
や
や
以
前
の
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
三

月
十
三
日
か
ら
「
敵
討
殿
下
茶
屋
叢
」「
鏡
山
旧
錦
絵
」
が
上
演
さ
れ
て
お
り
、「
鏡
山
」

で
は
芳
三
郎
、
福
之
助
、
七
賀
之
助
が
局
岩
藤
、
中
老
尾
上
、
召
使
お
初
の
三
役
を
日

替
り
で
演
じ
た（
８
）。
こ
の
と
き
七
賀
之
助
は
、
三
十
三
歳
で
あ
っ
た
。

松
島
八
千
代
座
は
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
十
月
三
十
日
に
改
築
さ
れ
た
が
、

翌
年
三
月
二
日
に
焼
失（
９
）。
座
主
・
吉
田
卯
之
助
の
落
胆
は
如
何
ば
か
り
か
と
思
わ

れ
る
が
、
早
く
も
同
年
十
一
月
一
日
に
新
築
落
成
し
、
翌
日
よ
り
片
岡
我
当
一
座
の
興

行
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
に
中
村
七
賀
之
助
も
出
演
し
、
各
座
競
作
と
な
っ
た
新
作
狂
言

「
雪
と
炭
」
の
長
尾
隠
岐
守
を
務
め
て
い
る
。
こ
の
あ
と
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）

三
月
よ
り
、
七
賀
之
助
は
折
に
触
れ
て
八
千
代
座
の
舞
台
を
踏
ん
だ
。

興
行
記
録
を
遡
っ
て
み
る
と
、
七
賀
之
助
が
大
阪
の
舞
台
に
初
め
て
登
場
す
る
の
は
、

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
四
月
の
こ
と
で
、
中
座
の
片
岡
我
当
の
一
座
に
出
勤
し

て
い
る
。
こ
の
と
き
十
八
歳
で
あ
る
。
そ
の
後
、
明
治
二
十
年
代
は
中
村
鴈
治
郎
や
嵐

璃
寛
に
帯
同
し
、
道
頓
堀
の
角
座
や
浪
花
座
に
出
演
し
て
、
年
に
一
度
ほ
ど
は
京
都
に

赴
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
い
ず
れ
も
大
き
な
役
は
付
い
て
い
な
い
。
念
の
た

め
例
示
す
れ
ば
、「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
で
は
随
身
隼
人
（
明
治
二
十
四
年
一
月
、
角
座
、

中
村
鴈
治
郎
一
座
）、「
名
筆
反
魂
香
」
で
は
土
佐
将
監
の
門
弟
・
修
理
之
介
（
同

二
十
五
年
二
月
・
角
座
、
同
上
）、「
廓
文
章
」
で
は
仲
居
お
と
み
（
同
二
十
六
年
一
月
・

角
座
、
同
上
）
と
い
う
ふ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
間
、
七
賀
之
助
が
出
勤
す
る
舞
台

は
、
時
折
、
堀
江
座
に
出
る
以
外
、
多
く
は
道
頓
堀
の
角
座
、
浪
花
座
と
い
う
大
芝
居

で
あ
っ
た
。

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
に
な
る
と
堀
江
座
や
道
頓
堀
・
朝
日
座
に
出
勤
し
、

二
十
八
年
に
は
中
座
で
市
川
右
団
次
の
一
座
に
帯
同
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
三
十
年

（
一
八
九
七
）
か
ら
三
十
二
年
に
か
け
て
は
、
天
満
座
や
道
頓
堀
・
弁
天
座
の
舞
台
を

踏
ん
で
い
る
。
立
役
も
女
形
も
や
っ
た
。

さ
ら
に
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
な
る
と
、
天
満
座
に
出
演
す
る
よ
う
に

な
る
。
こ
れ
は
尾
上
卯
三
郎
の
一
座
で
、
そ
の
最
初
と
な
る
五
月
一
日
か
ら
は
「
塩
原

多
助
」
で
塩
原
多
助
を
演
じ
、「
太
功
記
」
で
も
武
智
重
次
郎
を
配
役
さ
れ
て
い
る
。

五
月
十
五
日
か
ら
は
「
心
中
天
網
島
」
紙
治
内
の
場
で
紙
屋
治
兵
衛
、
ま
た
六
月
一
日

か
ら
は
「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
の
傾
城
宮
城
野
な
ど
、
こ
こ
で
は
役
が
付
い
て
く
る
。

こ
の
天
満
座
の
座
主
が
、
松
島
八
千
代
座
の
座
主
で
も
あ
っ
た
吉
田
卯
三
郎
で
あ
る
。

考
え
を
め
ぐ
ら
せ
ば
、
七
賀
之
助
の
天
満
座
で
の
演
技
が
吉
田
の
目
に
留
ま
り
、
同
年

十
一
月
に
新
築
落
成
し
た
八
千
代
座
に
彼
を
招
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
後
、
明
治
三
十
五
年
、
三
十
六
年
、
少
し
飛
ん
で
四
十
一
年
、
四
十
二
年
、

四
十
四
年
、
大
正
元
年
、
二
年
と
い
う
ふ
う
に
八
千
代
座
へ
の
登
場
が
確
認
さ
れ
、
大

阪
で
の
舞
台
は
八
千
代
座
の
み
と
な
っ
て
い
く
。
松
島
で
八
千
代
座
に
出
勤
し
て
い
な

い
と
き
は
、
旅
興
行
に
出
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
先
の
大
正
三
年
の
投
書
の
「
永

年
旅
を
廻
つ
て
居
り
ま
し
た
」
と
い
う
言
葉
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
中
村
七
賀
之
助
は
、
お
そ
ら
く
子
供
芝
居
を
終
え
た
あ
と
、
道
頓
堀

の
各
座
で
新
参
の
役
者
と
し
て
修
業
を
積
ん
で
十
歳
台
後
半
か
ら
二
十
歳
台
を
過
ご
し
、

三
十
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
天
満
座
、
さ
ら
に
は
松
島
八
千
代
座
で
核
と
な
る
役
者
の
一

人
と
し
て
舞
台
を
重
ね
て
い
っ
た
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、
旅
興
行
に
出
て
、
各
地
で
芝

居
を
披
露
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
ん
な
七
賀
之
助
の
芝
居
ぶ
り
を
冒
頭
に
触
れ
た
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
の
東
京

興
行
か
ら
み
て
お
こ
う
。
三
宅
造
酒
頭
「
十
月
の
小
芝
居
」
と
い
う
記
事
に
は
、
東
京
・

宮
戸
座
の
十
月
公
演
「
難
波
戦
記
」
に
つ
い
て
評
し
て
い
る
。
そ
こ
に
出
演
し
た
七
賀

之
助
は
片
桐
且
元
を
演
じ
、「
前
述
通
り
性
根
と
か
、
腹
で
見
せ
ず
、
単
に
形
と
仕
草
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で
且
元
を
見
せ
て
く
れ
た
為
め
此
人
の
且
元
を
柄
に
な
い
と
か
貧
弱
と
か
思
ふ
考
が
少

し
も
起
き
な
か
つ
た
」
と
ほ
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
役
の
真
田
幸
村
に
つ
い
て
も

「
よ
く
柄
に
箝は
ま

つ
て
ゐ
た
」
と
評
さ
れ
た（

10
）。

引
用
文
中
の
「
前
述
通
り
」
と
は
、
以
下
の
よ
う
な
書
き
手
の
思
い
を
指
し
て
い
る
。

自
分
は
、
最
近
「
歌
舞
伎
味
」
に
満
ち
た
狂
言
が
少
な
い
こ
と
が
不
満
で
、「
も
つ
と

真
面
目
に
忠
実
に
、
歌
舞
伎
狂
言
の
味
ひ

4

4

4

4

4

4

4

4

を
出
す
事
を
工
夫
し
て
貰
ひ
」
た
い
と
願
っ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
「
小
芝
居
と
な
る
と
役
者
が
世
間
の
新
し
い
風
潮
に
晒
さ
れ
な
い

為
か
、
又
は
見
物
が
識
者
の
所
謂
低
級
な
芝
居
好
で
あ
る
為
か
、
案
外
歌
舞
伎
芝
居
ら

し
い
芝
居
を
見
せ
て
ゐ
る
」。「
人
物
を
、
腹
芸
と
か
又
は
そ
の
人
に
な
つ
て
見
せ
る
と

か
云
ふ
風
の
写
実
の
芸
で
み
せ
な
」
い
。
市
川
左
団
次
や
中
村
吉
右
衛
門
の
よ
う
に
「
性

格
と
か
腹
と
か
か
ら
此
の
役
を
研
究
し
て
、
先
づ
且
元
た
り
幸
村
た
ら
ん
と
勉
め
」
な

い
の
で
あ
る
。「
批
評
家
や
一
部
の
見
物
」
は
そ
の
点
に
注
目
す
る
が
、
宮
戸
座
は
そ

う
で
は
な
い
。
芝
居
味
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、「
芸
風
の
相
違
か
役
者
振
り
の
相

違
か
、
工
左
衛
門
七
賀
之
助
連
が
左
団
次
吉
右
衛
門
よ
り
遥
か
に
優
れ
て
ゐ
る
と
断
言

も
さ
れ
る
」。

こ
れ
は
興
味
深
い
見
方
と
い
え
る
。「
性
格
と
か
腹
と
か
」
の
面
か
ら
役
を
研
究
し

て
「
写
実
」
的
に
演
じ
る
こ
と
を
し
な
い

4

4

4

浅
尾
工
左
衛
門
や
中
村
七
賀
之
助
を
「
歌
舞

伎
味
」（
歌
舞
伎
ら
し
い
味
わ
い
）
と
い
う
点
か
ら
高
く
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

役
の
性
根
を
つ
か
ん
で
写
実
的
に
演
技
を
し
な
い
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
、
ひ
と
つ
の
芸
談
を
み
て
み
た
い
。
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

大
阪
に
生
ま
れ
、
初
代
鴈
治
郎
の
女
房
役
と
し
て
活
躍
し
た
中
村
梅
玉
（
三
代
目
）

―
―
七
賀
之
助
よ
り
四
歳
下
―
―
の
芸
談
で
あ
る
。

父
の
先
代
梅
玉
［
天
保
十
二
年
～
大
正
十
年
］
は
よ
く
か
う
申
し
て
お
り
ま
し
た
。

「
わ
し
は
役
者
が
下
手
や
さ
か
い
、
見
物
を
退
屈
さ
せ
ぬ
こ
と
ば
か
り
考
へ
て
ゐ
る
の
や
。

見
物
に
ア
ク
ビ
を
さ
せ
ぬ
や
う
に
芝
居
を
す
る
の
が
、
わ
し
の
や
う
な
下
手
な
役
者
の

生
き
て
行
く
道
や
…
…
」
と
。（
中
略
）

か
う
し
た
考
へ
方
で
芝
居
を
し
て
ゐ
た
父
の
こ
と
で
す
の
で
、
一
興
行
の
う
ち
日
に

よ
つ
て
芝
居
の
や
り
方
が
い
つ
も
違
つ
て
ま
し
た
。
い
つ
て
見
れ
ば
、
い
つ
も
客
の
顔

色
ば
か
り
見
て
芝
居
を
し
て
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
客
が
少
し
退
屈
し
て
来
た
と
思

ふ
と
、
ズ
ン
〳
〵
芝
居
を
省
略
し
て
や
る
、
反
対
に
多
少
で
も
客
が
舞
台
に
つ
い
て
来

て
る
と
思
ふ
と
、
そ
れ
を
力
に
念
を
入
れ
て
演
る
と
い
ふ
風
だ
し
た
。
そ
れ
で
、
父
の

芝
居
は
、
何
よ
り
も
派
手
に
見
た
目
を
面
白
く
、
ト
ン
〳
〵
と
芝
居
の
足
ど
り
を
早
く

運
ん
で
、
お
客
様
を
退
屈
さ
せ
ぬ
こ
と
ば
か
り
心
掛
け
た
芝
居
だ
し
た
。（
中
略
）

そ
れ
に
、
今
日
の
劇
場
は
全
部
椅
子
席
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
さ
か
い
、
お
客
様
が
座
席

の
椅
子
に
坐
れ
ば
、
嫌
や
が
応
で
も
、
お
客
様
の
顔
は
舞
台
の
正
面
へ
向
く
や
う
に
な

つ
て
を
り
ま
す
が
、
昔
の
小
屋
は
桟
敷
も
平
場
（
土
間
）
も
「
桝
」
で
し
た
の
で
、
そ

れ
に
棚
（
酒
肴
を
の
せ
た
台
）
を
前
茶
屋
か
ら
運
ば
せ
て
芝
居
を
見
な
が
ら
酒
も
飲
め

ば
御
寿
司
も
食
べ
ま
す
。
ひ
ど
い
の
に
な
る
と
、
肝
腎
の
舞
台
を
尻
向
け
に
し
て
、
盃

の
応や
り
と
り酬
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
で
い
つ
も
場
内
が
ざ
わ
つ
い
て
を
り
ま
す
の
で
、
今
日

の
や
う
な
写
実
式
な
芝
居
で
は
、
ど
う
し
て
も
お
客
様
に
徹
底
致
し
ま
せ
ん
。
お
客
が

舞
台
の
は
う
を
向
い
て
く
れ
は
り
ま
せ
ん
。
そ
や
か
ら
今
日
の
役
者
に
比
べ
て
昔
の
役

者
が
派
手
で
大
芝
居
を
し
た
と
い
ふ
の
も
、
そ
の
一
つ
に
は
か
う
い
ふ
理わ

け由
が
あ
つ
た

の
や
と
思
ひ
ま
す（

11
）。

こ
う
言
っ
て
、
昔
は
し
ぐ
さ
ば
か
り
で
な
く
声
も
大
き
く
派
手
だ
っ
た
が
、「
今
日

で
は
大
き
な
声
で
調
子
を
張
つ
て
い
へ
ば
、
す
ぐ
「
あ
の
役
者
は
ク
サ
イ
役
者
や

…
…
」
と
評
判
が
悪
い
。
今
は
す
べ
て
が
写
実
風
だ
す
」
と
慨
嘆
す
る
。
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三
代
梅
玉
は
、
明
治
十
年
代
か
ら
舞
台
に
上
が
り
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
戦
前
と
大

阪
で
活
躍
し
た
女
形
で
、
七
賀
之
助
と
同
世
代
で
あ
る
。
往
時
は
、
こ
こ
で
い
う
お
客

を
振
り
向
か
せ
る
派
手
な
芝
居
を
や
る
役
者
も
大
勢
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、

時
代
が
下
る
と
、
そ
う
い
う
演
技
は
「
ク
サ
イ
役
者
」
の
証
左
だ
と
決
め
付
け
る
も
の

も
出
て
来
て
、
写
実
風
の
演
技
が
幅
を
利
か
す
よ
う
に
な
る
。
七
賀
之
助
の
芝
居
に
し

て
も
、
上
述
の
よ
う
に
好
ま
し
い
評
価
を
贔
屓
の
観
客
か
ら
受
け
る
一
方
、
次
の
よ
う

な
評
言
も
芝
居
評
と
し
て
は
存
在
し
た
。

役
者
の
出
来
は
何ど

れ
も
こ
れ
も
正
し
く
下げ

の
部
ば
か
り
だ
つ
た
。（
中
略
）
七
賀
之

助
の
勘
平
も
似
た
り
寄
つ
た
り
で
、
落
着
て
は
見
て
居
ら
れ
な
か
つ
た
。（
中
略
）
あ

ん
な
勘
平
が
出
て
き
ち
や
真
平
だ
。
腹
を
切
る
前
後
の
拙
さ
加
減
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
漬

に
し
て
置
き
た
い
位
だ
つ
た（

12
）。

忠
臣
蔵
で
勘
平
が
切
腹
す
る
場
面
、
お
そ
ら
く
は
余
り
に
も
古
く
さ
い
、
あ
る
い
は

大
袈
裟
な
芝
居
、
他
の
役
者
の
評
に
「
村
芝
居
に
だ
つ
て
滅
多
に
あ
る
も
ん
ぢ
や
な
い
」

と
あ
る
か
ら
、
村
芝
居
の
よ
う
な
旧
態
依
然
と
し
た
派
手
な
芝
居
だ
っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
そ
れ
が
目
に
余
る
の
で
ア
ル
コ
ー
ル
漬
け
に
し
て
保
存
し
て
お
き
た
い
―
―
と

い
う
の
は
反
語
で
、
瓶
詰
に
し
て
二
度
と
出
て
来
て
ほ
し
く
な
い
、
と
い
う
気
持
ち
な

の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
七
賀
之
助
を
賞
賛
す
る
言
葉
を
連
ね
る
人
た
ち
と
、
こ
き
下
ろ
す
言

葉
を
繰
り
出
す
人
た
ち
と
が
共
存
す
る
評
言
の
拡
が
り
が
あ
っ
た
。
ほ
め
讃
え
る
人
た

ち
は
、
七
賀
之
助
の
贔
屓
、
す
な
わ
ち
お
客
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
ふ
だ
ん
は
書
き
言
葉

を
持
た
な
い
か
、
投
書
の
よ
う
な
ご
く
短
い
文
章
し
か
発
す
る
こ
と
の
な
い
人
た
ち
で

あ
っ
た
。
一
方
で
、
否
定
的
な
文
章
を
綴
る
人
た
ち
は
、
劇
評
家
、
す
な
わ
ち
批
評
的

に
芝
居
を
観
察
し
、
役
者
に
つ
い
て
高
低
の
格
付
け
を
行
お
う
と
す
る
人
た
ち
で
あ
る
。

こ
の
人
た
ち
は
、
長
い
書
き
言
葉
を
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
公
に
す
る
力
を
持
っ
て
い
た
。

梅
玉
の
芸
談
に
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
芝
居
は
役
者
と
観
客
が
劇
場
と
い
う
空
間

の
な
か
で
作
り
上
げ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
都
市
で
あ
れ
田
舎
で
あ
れ
、
書

き
言
葉
の
必
要
な
い
世
界
で
あ
る
。
そ
の
対
極
に
、
劇
評
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
役
者

を
定
位
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
っ
た
。
劇
評
に
よ
っ
て
定
位
さ
れ
た
役
者
の
価
値
は
、

あ
た
か
も
真
実
の
価
値
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
す
で
に
、
芝
居

の
問
題
で
は
な
く
言
説
の
問
題
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
芝
居
を
見
る
人
の
リ
テ
ラ

シ
ィ
（
読
み
書
き
能
力
）
の
高
低
が
芝
居
の
価
値
を
決
め
る
と
い
う
、
そ
ん
な
変
換
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

二
、
中
村
福
円
―
ケ
レ
ン
の
名
人
―

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
正
月
、
中
村
七
賀
之
助
が
松
島
八
千
代
座
で
「
姫
競
双
葉

絵
草
紙
」
の
小
栗
判
官
を
演
じ
て
い
る
頃
、
道
頓
堀
の
東
端
に
あ
る
弁
天
座
で
は
「
仮

名
手
本
忠
臣
蔵
」
が
上
演
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
頃
、
道
頓
堀
に
は
松
竹
の
進
出
が
著
し

く
、
五
座
の
う
ち
弁
天
座
以
外
は
実
質
上
松
竹
の
経
営
と
な
っ
て（

13
）、
弁
天
座
主
・

尼
野
貴
之
は
孤
塁
を
守
っ
て
い
た
。
結
果
的
に
は
、
こ
の
興
行
は
、
尼
野
に
よ
る
旧
劇

興
行
と
し
て
は
最
後
期
の
も
の
と
な
っ
た（

14
）。

こ
の
正
月
、
道
頓
堀
で
は
浪
花
座
が
中
村
鴈
治
郎
一
座
、
中
座
は
曽
我
廼
家
兄
弟
劇

の
喜
劇
、
角
座
は
喜
多
村
緑
郎
、
小
織
桂
一
郎
ら
に
よ
る
新
派
の
芝
居
が
上
演
さ
れ
て

い
た
（
図
参
照
）。
朝
日
座
は
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）、
す
で
に
松
竹
に
買
収

さ
れ
、
福
宝
堂
、
さ
ら
に
は
日
本
活
動
写
真
（
日
活
）
に
貸
与
さ
れ
て
活
動
写
真
を
上

映
し
て
い
た（

15
）。
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こ
の
よ
う
な
松
竹
の
布
陣
に
対
し
、
尼
野
が
打
っ
た
方
策
が
中
村
福
円
の
招
聘
で
あ
っ

た
。
正
月
興
行
の
座
主
口
上
に
、「
嵐
三
五
郎
其
他
若
手
一
座
の
上
へ
此
度
御
馴
染
の

中
村
福
円
久
々
に
て
御
目
見
得
登
場
致
さ
せ
（
中
略
）
前
狂
言
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」

大
序
よ
り
七
ツ
目
迄
幕
あ
り
幕
な
し
に
て
中
村
福
円
六
役
早
替
り
に
相
勤
め
さ
せ
」
と

あ
っ
て
、「
劇
界
無
比
の
安
値
段
」
で
ご
覧
に
入
れ
る
、
と
し
た（

16
）。
実
際
、
福
円
は
、

高
師
直
、
大
星
由
良
之
助
、
斧
定
九
郎
、
百
姓
与
一
兵
衛
、
判
人
源
六
、
寺
岡
平
右
衛

門
の
六
役
を
勤
め
た
。
こ
れ
が
、
こ
の
興
行
の
売
り
で
あ
っ
た
。
観
覧
料
も
特
等
・

九
十
銭
、
一
等
・
六
十
銭
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
鴈
治
郎
の
出
る
浪
花
座
の
特
等
・
二

円
五
十
銭
、
一
等
・
二
円
三
十
銭
な
ど
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
値
安
芝
居
で
、
松
島

八
千
代
座
な
ど
に
近
い
値
段
と
な
っ
て
い
る（

17
）。

以
後
も
、
福
円
を
前
面
に
立
て
て
、「
伊
賀
之
仇
討
」「
実
録
伊
達
礎
」「
蝶
千
鳥
曽

我
実
録
」「
塩
原
多
助
経
済
鑑
」「
鏡
山
」
な
ど
を
三
月
ま
で
興
行
し
（
半
月
毎
に
芸
題

替
り
）、
四
月
に
は
話
題
沸
騰
の
新
聞
小
説
「
生
さ
ぬ
な
か
」
を
他
座
同
様
に
上
演
し
た
。

こ
れ
ら
の
芝
居
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
青
木
桜
渓
に
よ
る

「
大
正
二
年
関
西
劇
壇
回
顧
」
は
、
そ
の
様
子
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。

弁
天
座
は
三
五
郎
、
福
円
、
扇
駒
と
い
ふ
や
う
な
一
座
で
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
を

出
し
た
、
彼
等
の
技
芸
が
長
の
旅
興
行
に
毫
も
他
の
刺
戟
を
受
け
ず
、
因
襲
に
囚
は
れ
、

奇
怪
的
に
誇
張
せ
ら
れ
た
結
果
は
、
今
容
易
に
感
知
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
、
率
直
な

昔
な
が
ら
の
味
を
胸
に
つ
き
込
ん
で
く
る
や
う
で
あ
る
、
演
る
こ
と
も
悪
達
者
な
ほ
ど

に
能
く
働
き
、
ま
た
能
く
動
く
、
舞
台
度
胸
も
見
上
げ
た
も
の
で
、
或
る
階
級
の
観
客

か
ら
は
非
常
な
喝
采
を
も
て
迎
へ
ら
れ
て
居
た（

18
）。

一
月
上
旬
の
興
行
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
二
月
上
、
下
旬
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

弁
天
座
は
「
伊
達
実
記
」「
鈴
木
主
水
」
の
後
が
「
曽
我
実
録
」「
合
邦
が
辻
」「
嫗

山
姥
」
と
精
し
い
古
い
芸
題
を
選
り
抜
い
でマ
マ

、
道
頓
堀
の
保
存
劇
、
骨
董
劇
と
い
ふ
意

味
か
ら
異
彩
を
放
つ
た
も
の
で
あ
る（

19
）。

福
円
や
嵐
三
五
郎
ら
の
芝
居
は
、「
長
の
旅
興
行
」
の
た
め
「
因
習
に
囚
は
れ
、
奇

怪
的
に
誇
張
」
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、「
悪
達
者
」
で
、
そ
の
古
さ
か
ら
「
保
存
劇
」

「
骨
董
劇
」
と
さ
え
い
え
る
、
と
評
さ
れ
て
い
る
。
先
の
「
ア
ル
コ
ー
ル
漬
」
と
い
う

表
現
と
共
通
性
を
感
じ
さ
せ
る
。

中
村
福
円
の
共
演
者
・
嵐
三
五
郎
は
、
大
正
期
の
役
者
に
つ
い
て
の
貴
重
な
芸
評
で

あ
る
三
島
霜
川
「
大
正
役
者
芸
風
記
」（
の
ち
『
役
者
芸
風
記
』
と
し
て
刊
行
）
に
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
興
行
の
二
年
後
に
書
か
れ
た
評
を
み
て
み
よ
う
。

（
前
略
）
凡
そ
下
落
し
た
名
優
の
名
前
の
う
ち
で
も
、
此
の
嵐
三
五
郎
の
名
程
下
落
し

た
名
も
無
い
だ
ら
う
。

そ
こ
で
嵐あ

ら
さ
ん三
と
謂
は
れ
て
ゐ
る
三
五
郎
は
、
今
や
大
阪
の
小
芝
居
で
す
ら
殆
ど
葬
ら

れ
た
や
う
な
形
に
な
ツ
て
ゐ
る
。（
中
略
）

三
五
郎
は
正
真
正
銘
の
大
阪
の
鈍
優
で
あ
る
。
し
か
し
何ど
ち
ら方
か
と
謂
へ
ば
京
都
を
根

拠
と
し
て
ゐ
る
役
者
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
大
阪
と
は
縁
が
遠
く
な
つ
て
ゐ
る
人
で
あ
る
。

或
る
芝
居
好
は
、
京
都
の
見
物
は
度
し
難
い
と
謂
つ
た
さ
う
で
あ
る
が
、
三
五
郎
は

其
の
度
し
難
い
見
物
を
度
す
積
り
で
か
、
余
程
以
前
か
ら
京
都
の
大
舞
台
に
出
て
ゐ
た
。

そ
し
て
何
時
か
京
都
に
根
拠
を
据
ゑ
る
や
う
に
な
つ
て
了
つ
た
が
、
そ
れ
も
此
の
頃
で

は
京
都
に
居
る
よ
り
旅
に
出
て
ゐ
る
こ
と
が
多
い
。
三
五
郎
は
何
時
の
間
に
か
旅
廻
り
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の
役
者
に
な
つ
て
了
つ
た
の
だ
。

一
口
に
謂
へ
ば
、
此
の
人
の
芸
風
は
、
巌
笑
に
、
濃
厚
な
臭
味
を
つ
け
、
更
に
訥
子

式
の
場
当
り
を
加
へ
て
、
そ
し
て
其
よ
り
も
余
程
下
品
で
且
つ
下
手
な
の
で
あ
る
。

加そ
れ
に之
役
者
ぶ
り
も
貧
弱
な
ら
、
調
子
も
悪
い
の
に
、
何
時
も
何
時
も
旅
ば
か
り
廻
り
歩

い
て
ゐ
る
の
で
、
芸
も
荒
み
役
者
ぶ
り
も
荒
れ
き
つ
て
、
何
に
一
つ
取
得
の
な
い
人
に

な
つ
て
了
つ
た
。
十
八
番
だ
と
か
い
ふ
栗
山
大
膳
や
浅
利
与
市
な
ど
に
し
て
も
、
全
く

田
舎
向
の
芸
と
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。（
後
略
）（

20
）

三
五
郎
を
零
落
し
た
「
旅
廻
り
の
役
者
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
、「（
嵐
）
巌

笑
に
、
濃
厚
な
臭
味
を
つ
け
、
更
に
（
澤
村
）
訥
子
式
の
場
当
り
を
加
へ
て
、
そ
し
て

其
よ
り
も
余
程
下
品
で
且
つ
下
手
」
と
い
う
。「
芸
も
荒
み
役
者
ぶ
り
も
荒
れ
き
つ
て
」

「
全
く
田
舎
向
の
芸
」
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

嵐
三
五
郎
（
六
代
目
）
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
生
ま
れ
で
、
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）
に
は
六
十
歳
の
老
優
で
あ
っ
た（

21
）。
江
戸
の
人
だ
が
、
当
時
は
大
阪
・

笠
屋
町
に
居
を
構
え
た（

22
）。

「
田
舎
向
の
芸
」
と
い
え
ば
、
中
村
福
円
の
弟
子
で
あ
る
二
代
福
円
が
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
こ
の
人
は
、
初
代
と
同
じ
讃
岐
・
琴
平
の
出
で
、
大
正
三
年

（
一
九
一
四
）
に
師
匠
か
ら
暇
を
も
ら
っ
て
、
一
座
を
組
ん
で
座
頭
と
な
り
、
旅
興
行

を
し
た
役
者
で
あ
る
。

だ
い
た
い
が
田
舎
で
は
、
ど
う
し
て
も
浄
瑠
璃
が
入
ら
ん
と
芝
居
じ
ゃ
な
い
よ
う
な

こ
と
を
い
う
で
す
。
昔
は
田
舎
で
浄
瑠
璃
が
は
や
っ
と
り
ま
し
た
し
な
。
浄
瑠
璃
や
と

い
う
と
、
え
ろ
う
う
る
さ
い
お
客
が
お
っ
た
で
す
、
そ
れ
も
時
代
物
で
す
な
。
道
具
じ
ゃ

や
ら
衣
裳
じ
ゃ
や
ら
が
、
ぎ
ょ
う
さ
ん
で
派
手
な
、
そ
ん
な
狂
言
が
、
よ
う
う
け
よ
っ

た
で
す（

23
）。

こ
こ
で
二
代
福
円
は
、
田
舎
の
人
た
ち
の
好
み
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、

義
太
夫
狂
言
、
そ
れ
も
時
代
物
が
受
け
る
と
い
う
こ
と
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
衣
裳
や
道

具
立
て
の
派
手
な
も
の
が
好
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
田
舎
に
は
浄
瑠
璃
に
「
う

る
さ
い
客
」
も
い
た
。
彼
ら
の
嗜
好
、
あ
る
い
は
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
役
者
た
ち
は

そ
れ
に
見
合
っ
た
芝
居
を
し
た
の
だ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
こ
に
初
代
中
村
福
円
の
興
行
記
録
を
ま
と
め
て
み
た
。
京
阪
の
ど
の
劇
場

に
出
勤
し
た
か
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
（
表
２
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
年

（
一
八
九
七
）
以
降
、
大
阪
で
は
道
頓
堀
・
弁
天
座
、
千
日
前
・
常
盤
座
（
旧
金
沢
座
）、

松
島
八
千
代
座
、
堀
江
座
、
天
満
座
、
堂
島
座
、
曽
根
崎
新
地
・
福
井
座
と
い
っ
た
劇

場
に
出
勤
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
と
り
わ
け
常
盤
座
は
、
明
治
四
十
三
年

（
一
九
一
〇
）
八
月
か
ら
四
十
五
年
一
月
の
南
の
大
火
ま
で
、
お
よ
そ
一
年
半
に
わ
た

り
芝
居
を
打
っ
た
劇
場
で
あ
っ
た
。
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
書
か
れ
た
随
筆
に
も
、

「
常
磐マ
マ

座
―
―
こ
れ
が
昔
の
福
円
の
小
屋
で
あ
る
、
福
円
の
名
残
は
今
も
尾
上
松
之
助

一
派
の
忍
術
物
で
さ
う
し
た
客
を
ひ
き
つ
け
て
居
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る（

24
）。

常
盤
座
は
、
大
正
二
、三
年
頃
か
ら
活
動
写
真
に
連
鎖
劇
や
実
演
を
加
え
る
劇
場
に
、

つ
ま
り
事
実
上
、
活
動
写
真
館
と
な
っ
た
。
売
り
物
は
尾
上
松
之
助
の
英
雄
豪
傑
譚
な

ど
で（

25
）、
右
の
随
筆
は
そ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
大
江
戸
の
か
は
り
大

百
の
忍
術
師
が
蛙
や
蛇
の
上
に
乗
つ
た
人
形
を
出
し
て
ゐ
る
。
其
処
に
千
日
前
ら
し
い

気
分
が
真ま

と

も
正
面
に
出
て
ゐ
る
。
看
板
も
大
抵
大
き
な
人
物
が
術
を
つ
か
つ
た
り
女
を
殺

し
た
り
、
水
の
中
か
ら
飛
出
し
た
り
、
大
勢
を
相
手
に
立
廻
り
を
や
つ
て
ゐ
た
り
、
御

殿
が
宙
に
飛
上
が
つ
た
り
、
石
地
蔵
が
目
を
む
い
て
ゐ
る
や
う
な
の
が
多
い
。
常
磐
座

は
全
く
の
千
日
前
で
あ
る
」（

26
）。
変
り
大
百
日
の
か
つ
ら
を
被
っ
た
尾
上
松
之
助
の
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表 ２ 中村福円 大阪・京都興行年譜

年 月 都市 地域 劇場 主な演目 主な共演者
明治20年 2月 京都 新京極 坂井座 南総里見八犬士伝 中村駒之助、中村仙昇、實川正朝
明治21年 3月 京都 新京極 道場芝居 菅原伝授手習鑑 實川八百蔵

6月 京都 新京極 坂井座 新編三枝譚 中村仙昇、嵐橘三郎、中村小陣
11月 京都 新京極 道場芝居 河内山実記 實川八百蔵
12月 京都 新京極 道場芝居 御文章石山軍記 實川八百蔵

明治22年 3月 京都 新京極 坂井座 神霊矢口渡 實川八百蔵、中村仙昇
明治23年
明治24年
明治25年
明治26年
明治27年
明治28年
明治29年
明治30年 1月 京都 新京極 常盤座 吃又 阪東和好
明治31年
明治32年 2月 大阪 道頓堀 弁天座 泉水月写俤 嵐三五郎、尾上多見丸

12月 大阪 道頓堀 弁天座 天下一鏡山実記 嵐三五郎、嵐璃珏
明治33年 3月～7月 京都 新京極 坂井座 古太閤浪花戦陣 市川滝三郎
明治34年
明治35年
明治36年 1月 大阪 堀江 堀江座 仮名手本忠臣蔵 片岡我童、嵐巌笑
明治37年 9月～11月 大阪 天満 福井座 東海道中膝栗毛 嵐三五郎

12月 大阪 道頓堀 弁天座 三人吉三廓初買 嵐璃珏
明治38年 3月～4月 大阪 千日前 金沢座 崇禅寺馬場 中村のしほ、中村高次郎
明治39年
明治40年
明治41年 4月 大阪 天満 天満座 法界坊
明治42年
明治43年 8月～11月 大阪 千日前 常盤座 佐賀の猫 片岡当之助
明治44年 1月～12月 大阪 千日前 常盤座 紙治 片岡当之助
明治45年 1月～5月 大阪 松島 松島八千代座 天下一鏡山実記 市川鰕四郎、片岡長太夫

5月 大阪 堀江 堀江座 仮名手本忠臣蔵 中村扇太郎、市川鰕四郎
5月 大阪 堂島 堂島座 仮名手本忠臣蔵 嵐三五郎、中村扇駒、中村仲太郎
8月 大阪 堂島 堂島座 怪談木幡小平治 市川彦三郎

大正2年
大正3年 1月～3月 大阪 松島 松島八千代座 仮名手本忠臣蔵 尾上多見丸、市川鰕四郎

10月～12月 大阪 松島 松島八千代座 小笠原流礼忠孝 中村政之助
大正4年 9月～11月 大阪 松島 松島八千代座 佐倉宗五郎 實川延童、市川鰕太郎
大正5年
大正6年 10月～11月 大阪 松島 松島八千代座 伽羅先代萩 中村扇駒
大正7年 9月～10月 大阪 道頓堀 弁天座 菅原伝授手習鑑 若竹会
大正8年 1月 京都 新京極 明治座 岩見武勇伝 中村扇駒、尾上卯之助
大正9年
大正10年

本表は、『大阪興行略年表』（国立劇場芸能調査室）、『近代歌舞伎年表 大阪篇』各巻などにより作成した。
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人
形
や
、
奇
態
な
看
板
を
掲
げ
、
客
の
目
を
引
い
た
の
で
あ
っ
た
。

常
盤
座
は
、
明
治
期
ま
で
が
芝
居
の
劇
場
、
大
正
期
に
入
っ
て
活
動
写
真
館
に
な
っ

た
わ
け
で
あ
る
が
、
明
治
期
の
「
福
円
の
名
残
」
が
大
正
期
の
尾
上
松
之
助
の
活
動
写

真
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
書
き
手
は
、
明
ら
か
に
福
円
と
松
之
助

に
共
通
点
を
見
出
し
て
い
る
。
で
は
、
中
村
福
円
の
芝
居
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
山
本
柳
葉
「
中
村
福
円
」
に
は
、
東
京
で
活
躍
す
る
福
円
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

［
澤
村
］
訥
子
の
立
廻
り
、
福
円
の
早
変
り
、
是
は
吾
妻
座
に
な
く
て
な
ら
ぬ
客
呼

び
の
看
板
で
、
而さ
う

し
て
［
浅
草
］
公
園
の
名
物
扱
ひ
を
さ
れ
て
居
ま
す
。
為
に
福
円
は

近
頃
毎
興
行
の
や
う
に
早
変
り
物
を
出
し
て
居
ま
す
。
千
代
萩
で
政
岡
と
男
之
助
と
仁

木
を
行
き
、
妹
背
山
で
お
三
輪
と
鱶
七
を
行
き
、
怨
怪
火
で
幸
助
と
亡
霊
と
道
玄
を
行

き
［
、］
乳
房
榎
で
三
次
と
正
助
を
替
り
、
忠
臣
蔵
で
勘
平
と
定
九
郎
と
与
市
兵
衛
を

替
り
、
明
烏
で
時
次
郎
と
お
辰
と
彦
六
を
替
る
と
い
ふ
や
う
に
早
変
り
の
福
円
か
、
福

円
の
早
変
り
か
分
ら
ぬ
程
早
変
り
を
売
物
に
し
て
よ
く
飽
き
ず
に
出
し
て
居
ま
す
が
、

客
も
亦
飽
き
ず
に
見
てマ

マ

来
て
居
ま
す（

27
）。

文
中
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
も
あ
る
よ
う
に
、
芝
居
の
た
め
の
早
替
り
と
い
う
よ
り
、
早

替
り
を
見
せ
る
た
め
の
芝
居
に
な
っ
て
い
た
。
上
記
の
随
筆
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）

に
書
か
れ
た
も
の
で
、
東
京
で
早
替
り
を
出
す
の
は
大
正
八
年
か
ら
と
し
て
い
る
。
も
っ

と
も
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
大
阪
で
は
す
で
に
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
忠
臣
蔵
の

六
役
早
変
わ
り
を
披
露
し
て
い
た
（
こ
れ
は
後
に
定
着
し
た
ら
し
い
こ
と
を
福
円
自
身

が
語
っ
て
い
る
）（

28
）。
た
だ
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
同
じ
随
筆
で
「
然
し
福

円
は
早
変
り
を
以
て
全
部
と
す
る
俳
優
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
に
は
長
年
叩
き
込
ん
だ

腕
が
あ
り
ま
す
」
と
、
そ
の
芸
を
評
価
し
つ
つ
、「
上
方
流
の
動
き
の
派
手
な
見
た
目

の
面
白
味
を
主
と
し
過
ぎ
た
傾
き
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
若
輩
の
悪
達
者
と
は
違
つ
て

同
じ
動
き
に
も
枯
れ
た
所
が
あ
り
ま
す
。
自
然
を
超
越
し
た
芸
の
巧
味
が
あ
り
ま
す
」

と
し
て
い
る
。

中
村
福
円
は
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）、
讃
岐
・
琴
平
の
生
ま
れ
で
、
大
阪
の
二

代
中
村
梅
玉
に
師
事
し
て
、
屋
号
は
琴
高
屋
を
名
乗
っ
た
。
没
年
は
、
大
正
十
年

（
一
九
二
一
）
と
い
う（

29
）。
多
年
、
大
阪
の
舞
台
と
旅
芝
居
で
修
業
し
た
味
わ
い
―
―

派
手
で
面
白
味
が
過
ぎ
る
が
枯
れ
た
味
が
あ
る
―
―
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
、
早
替
り
に
代
表
さ
れ
る
ケ
レ
ン
が
売
り
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

宙
乗
り
も
、
彼
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

（
前
略
）
夫
を
キ
ツ
カ
ケ
に
舞
台
正
面
の
附
け
際
、
土
間
の
見
物
席
の
直
ぐ
前
の
、
大

き
な
水
漕マ
マ

の
中
か
ら
、
花
傘
が
緋
の
毛
氈
に
包
ま
れ
て
、
ギ
イ
と
宙
に
上
つ
て
来
る
、

遽に
わ
かに
見
物
が
ザ
ワ
メ
イ

4

4

4

4

て
わ
あ
と
拍
手
を
す
る
、
途
端
に
花
傘
を
包
ん
だ
毛
氈
が
パ
ツ
4

4

と
放
れ
る
と
、
其
の
中
に
福
円
の
小
伝
次
が
、
お
約
束
の
金
糸
銀
糸
の
縫
と
り
を
し
た

裃
を
着
て
、
水
の
垂
れ
る
や
う
な
男
前
を
見
せ
な
が
ら
、
真
ツ
直
に
ギ
イ
〳
〵
と
上
つ

て
行
く
、
地
上
を
放
れ
る
事
二
間
ば
か
り
、
福
円
かマ
マ

グ
ツ
と
一
つ
見
得
を
切
る
と
、
足

下
の
水
漕
か
ら
千
筋
の
水
が
白
糸
と
な
つ
て
サ
ア
ツ
と
吹
き
上
る
、
美
事
々
々
、
実
に

綺
麗
だ
、
見
物
は
息
を
呑
ん
で
、
見
惚
れ
に
見
惚
れ
て
喝
采
さ
へ
し
な
い
で
ゐ
る（

30
）、

こ
の
あ
と
宙
を
歩
い
た
福
円
は
ま
た
見
得
を
切
り
、
そ
し
て
見
物
席
の
中
央
ま
で
来

る
と
懐
中
か
ら
手
拭
い
を
取
り
出
し
て
、
四
方
へ
撒
い
た
の
だ
っ
た
。
お
客
の
興
奮
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
は
晩
年
の
東
京
・
御
国
座
で
の
興
行
風
景
だ
が
、
福
円
の
舞

台
が
如
何
に
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
あ
っ
た
か
が
分
か
る
。
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山
本
柳
葉
は
、
福
円
の
芸
を
惜
し
み
、
早
替
り
は
「
興
行
と
い
ふ
上
の
方
便
に
過
ぎ

な
い
事
」
を
覚
え
て
お
い
て
ほ
し
い
と
忠
告
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
方
便
」
で

あ
る
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
早
替
り
や
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
宙
乗
り
な
ど
が
、
彼
の
魅
力
と
し

て
多
く
の
観
客
に
拍
手
喝
采
さ
せ
て
い
た
こ
と
は
、
右
の
引
用
か
ら
も
明
ら
か
だ
ろ
う
。

三
、
岩
井
琴
女
―
千
日
前
「
電
気
応
用
」
の
女
役
者
―

中
村
福
円
が
道
頓
堀
・
弁
天
座
で
奮
闘
し
て
い
た
同
じ
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
一

月
、
南
に
位
置
す
る
千
日
前
で
は
、
活
動
写
真
の
見
物
客
を
中
心
に
多
く
の
人
た
ち
が

集
ま
っ
て
い
た
。
新
聞
に
よ
る
と
、
こ
の
三
が
日
、
大
阪
市
内
で
最
も
多
く
の
観
客
を

吸
収
し
た
活
動
写
真
館
は
千
日
前
・
芦
辺
倶
楽
部
で
、
次
い
で
道
頓
堀
・
朝
日
座
、
さ

ら
に
千
日
前
・
敷
島
倶
楽
部
が
続
い
た
。
千
日
前
の
二
館
、
芦
辺
倶
楽
部
と
敷
島
倶
楽

部
で
は
、
三
が
日
の
収
入
が
前
者
で
は
約
七
千
円
に
対
し
、
後
者
は
約
三
千
円
で
、
二

倍
余
り
の
大
差
が
付
い
て
い
た
。
新
聞
は
、
ふ
だ
ん
収
入
高
筆
頭
の
朝
日
座
を
芦
辺
倶

楽
部
が
抜
い
た
こ
と
を
特
筆
し
、「
芦
辺
倶
楽
部
の
強
み
と
い
ふ
の
は
活
動
の
み
で
な

く
て
女
優
岩
井
琴
女
九
女
八
一
座
の
キ
ネ
オ
ラ
マ
応
用
の
余
興
芝
居
と
い
ふ
の
が
あ
る

か
ら
だ
」（
太
字
は
、
原
文
で
は
大
活
字
）
と
述
べ
て
い
る（

31
）。
こ
の
「
余
興
芝
居
」

を
行
っ
た
一
座
が
、
東
京
の
女
役
者
・
市
川
九く
め
は
ち

女
八
と
岩
井
琴こ
と
じ
ょ女
で
あ
っ
た
。

市
川
九
女
八
は
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）、
江
戸
の
生
ま
れ
で
、
本
名
は
守
住
け

い
と
い
う
。
幼
少
時
よ
り
江
戸
の
御
狂
言
師
・
阪
東
三
津
江
に
師
事
し
、
最
後
の
女
役

者
と
し
て
没
す
る
大
正
二
年
ま
で
活
躍
し
た
（
同
年
七
月
没
）。
九
代
市
川
団
十
郎
の

門
下
と
な
っ
た
時
期
も
あ
り
、「
女
団
洲
」
の
異
名
を
取
っ
て
夙
に
著
名
な
役
者
で
あ
っ

た
。
岡
鬼
太
郎
を
し
て
、「
現
在
の
女
役
者
中
に
在
つ
て
、
万
人
の
観
て
以
て
技
倆
抜

群
と
な
る
者
、
唯
一
人
の
市
川
九
女
八
あ
る
の
み
」
と
言
わ
し
め
た
ほ
ど
で
あ
る（

32
）。

弟
子
も
多
く
、
養
女
で
女
優
の
守
住
菊
子
、
作
家
と
な
っ
た
田
村
俊
子
ら
が
い
た
。

こ
の
九
女
八
が
、
晩
年
、
世
間
的
に
い
え
ば
零
落
し
て
大
阪
に
流
れ
て
来
、
活
動
写

真
の
余
興
と
し
て
千
日
前
の
舞
台
に
上
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
彼
女
と
同
座
し
て
い
た

の
が
、
弟
子
の
岩
井
琴
女
で
あ
っ
た
。

芦
辺
倶
楽
部
は
、
俄
の
定
席
・
改
良
座
の
焼
失
後
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）

十
一
月
、
山
松
友
次
郎
ら
に
よ
っ
て
開
場
さ
れ
た
。
一
年
余
り
後
の
明
治
四
十
五
年

（
一
九
一
二
）
一
月
、
南
の
大
火
で
焼
失
す
る
が
、
同
年
十
二
月
に
は
再
建
さ
れ
た（

33
）。

こ
の
場
所
は
、
大
火
後
に
で
き
た
電
車
通
と
千
日
前
筋
の
交
差
点
南
東
角
に
な
っ
た
。

表
３
に
、
開
場
後
か
ら
大
火
ま
で
の
芦
辺
倶
楽
部
の
出
し
物
を
ま
と
め
て
み
た
。
開

場
直
後
か
ら
活
動
写
真
、
キ
ネ
オ
ラ
マ
、
電
気
応
用
の
歌
舞
伎
舞
踊
の
三
種
を
交
え
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
キ
ネ
オ
ラ
マ
と
は
、
名
前
の
通
り
、
キ
ネ
マ
と
パ
ノ
ラ
マ
を
合

成
し
た
も
の
で
、「
パ
ノ
ラ
マ
の
点
景
や
背
景
に
色
彩
、
光
線
を
あ
て
て
景
色
を
い
ろ

い
ろ
に
変
化
さ
せ
て
見
せ
る
装
置
」（

34
）で
あ
り
、
一
言
で
い
え
ば
「
電
気
仕
掛
け
の

パ
ノ
ラ
マ
風
な
見
せ
物
」
で
あ
っ
た（

35
）。
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
米
国
よ

り
輸
入
さ
れ
、
翌
年
か
ら
東
京
・
浅
草
で
常
設
化
さ
れ
た
と
い
う（

36
）。
大
阪
で
は
、

ま
だ
目
新
し
い
見
世
物
だ
っ
た
。

明
治
四
十
三
年
十
一
月
二
日
か
ら
の
興
行
は
、「
其
の
出
し
物
は
市
川
久マ

マ米
八
の
門

人
久
米
吉
外
五
人
の
女
優
に
て
電
気
応
用
の
舞
踊
、
其
他
キ
子
オ
ラ
マ
は
目
新
し
き
も

の
、
余
興
と
し
て
活
動
写
真
」
と
大
阪
毎
日
新
聞
に
報
じ
ら
れ
て
い
る（

37
）。
市
川
九

女
八
の
弟
子
・
市
川
久
米
吉
た
ち
が
歌
舞
伎
舞
踊
を
踊
っ
た
と
あ
る
が
、
ま
だ
岩
井
琴

女
の
名
は
み
え
な
い
。
同
紙
十
一
月
十
二
日
付
で
は
「
女
優
岩
井
一
座
」
の
「
電
気
応

用
紅
葉
狩
」
と
い
う
記
載
が
み
え
、
十
一
月
二
十
三
日
付
は
「
女
優
岩
井
琴
子
」、

十
二
月
八
日
付
は
「
女
優
岩
井
琴
」
と
、
誤
植
な
の
か
揺
れ
が
甚
だ
し
い
。
大
毎
紙
上

に
、
正
確
な
「
岩
井
琴
女
一
座
」
の
名
が
出
る
の
は
十
二
月
二
十
日
付
ま
で
待
た
ね
ば
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表 ３ 芦辺倶楽部の興行

明治43年（1910）
11月 1日 開場式
11月 2日～ 活動写真、キネオラマ、電気応用「五人舞」市川久米吉
11月12日～ 活動写真（ライン川風景他）、キネオラマ（紐育市中実況）、電気応用「紅葉刈」女優岩井一座
11月 日～ キネオラマ（紐育市の盛況）、電気応用「浮れ画像 芦辺の賑」岩井琴女一座

12月 8日～ 活動写真（手斧始め他）、キネオラマ（英領マルタ島の風景）、電気応用「勢獅子」岩井琴女、
中村福松、阪東国松

12月22日～ 活動写真（飛んだ療治他）、電気応用「娘道成寺」岩井琴女一座

明治44年（1911）

1月1日～ 活動写真（高野の義人他）、キネオラマ（空中飛行船の戦争）、「寒月照梅花之蛛
マ マ

蜘」岩井琴女
一座

1月14日～ 活動写真（英国倫敦大火の実況他）、電気応用舞踊「隅田の柵」上下 岩井琴女一座

2月1日～ 活動写真（南地名妓の手踊他）、キネオラマ（英国倫敦河畔大火の実況）、電気応用舞踊「戻り橋」
岩井琴女一座

2月15日～ 活動写真（名妓の手踊他）、キネオラマ（英国倫敦河畔大火の実況）、所作事「名作左小刀」

3月1日～ 活動写真（二人ドクトル他）、キネオラマ（仏国巴里光景）、電気所作事「市原野」岩井琴女一
座

3月12日～ 活動写真（意気地他）、キネオラマ（瑞西国セネヴア湖畔の絶景）、「大江山市原野」引抜「月
の巻」

3月16日～ 電気応用「江口の君」引抜「水滸伝」岩井琴女一座

4月11日～ 活動写真（天風組他）、キネオラマ、電気応用「今様小鍛冶」引抜「忠臣蔵道行」岩井琴女一
座

5月1日～ 活動写真（水戸大洗の風景他）、キネオラマ（伊太利国ヴエスーヴイヨ山噴火の光景）、電気応
用「二十四孝狐火」引抜「喜撰」岩井琴女一座

5月 日～ 活動写真（第四師団招魂祭余興の実況）、電気配色舞踊「源氏物語 祇園の怪異」引抜「妹背山
道行」岩井琴女一座

5月31日～ 活動写真（悲劇老優の最後他）、キネオラマ（安芸宮島の全景）、電気配色舞踊「今様曽我」
6月21日～ 活動写真（地震加藤他）、キネオラマ（南極探検）、電気配色所作事「文覚の橋供養より那智の滝」
7月1日～ 活動写真（夜嵐他）、キネオラマ（南極探検）、電気配色「常磐御前」引抜「菖蒲踊」
7月15日～ 活動写真（英国皇帝戴冠式の実況）、電気応用「蛍狩り」
8月1日～ 活動写真（阿弗利加内地鳥獣生息の実況）、キネオラマ（ナイヤガラ大瀑布他）、電気配色「浦島」
8月15日 芦辺パーク開業式（芦辺倶楽部の南東）
8月16日～ 活動写真（椿姫他）、電気配色「雪傾城」岩井女優一座

9月11日～ 活動写真（瀬戸内海他）、キネオラマ（仏国巴里劇場グランドオペラ他）、電気配色「小野道風
青柳硯」引抜「どんつく」

9月17日～ 活動写真、電気応用「八犬伝の内 富士の段」引抜「越後獅子」
10月1日～ 活動写真（悲劇残月）、キネオラマ（シゝリー島の華他）、「六歌仙の内 梓弓」引抜「文屋」
10月21日～ 活動写真（海上王他）、「賤ケ伏屋」引抜「児雷也」女優一座
11月1日～ 活動写真（アイスランド鱈漁他）、電気配色「源平四海硯」引抜「花舞台霞の猿曳」
11月10日～ 活動写真、電気応用「芦辺の賑ひ」上の部 うつぼ、下の部 石橋
11月21日～ 活動写真（悪人の娘他）、電気応用「しやべり山姥」

明治45年（1912）
1月11日～ 活動写真（正劇悲劇他）、キネオラマ（海底の宝庫探検）、電気配色「女夫狐」岩井琴女一座
1月15日～ 活動写真、「鞍馬山上の巻」引抜「さかづき奴」岩井琴女一座
1月16日 南の大火（芦辺倶楽部も焼失）

本表は『近代歌舞伎年表 大阪篇』５により作成した。
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な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
十
一
月
当
初
よ
り
琴
女
を
中
心
と
し
た
一
座
で
興
行
し
、

徐
々
に
世
間
に
も
認
知
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
方
、
大
阪
朝
日
新
聞
を
繙
く
と
、

芦
辺
倶
楽
部
の
人
気
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。
開
場
十
日
後
に
は
、
早
く
も
「
千
日
前
芦

辺
館
第
一
号
館
は
活
動
写
真
中
に
は
さ
み
し
キ
子
オ
ラ
マ
と
東
京
女
優
の
紅
葉
狩
の
所

作
事
が
呼
び
物
に
て
連
夜
の
大
入
り
」
と
あ
る（

38
）。
物
珍
し
い
キ
ネ
オ
ラ
マ
と
琴
女

一
座
が
好
評
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
十
二
月
四
日
付
に
「
連
日
大
入
満
員
」、

十
二
月
二
十
日
付
に
も
「
連
夜
大
入
客
止
の
好
人
気
」
と
記
し
、
同
月
二
十
九
日
頃
ま

で
日
延
べ
す
る
と
伝
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
キ
ネ
オ
ラ
マ
と
あ
わ
せ
、
岩
井
琴
女
一
座

は
人
気
を
博
し
、
彼
女
た
ち
の
公
演
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
四
月
ま
で
二
年
半
に

わ
た
っ
て
続
く
の
で
あ
る
。

芦
辺
倶
楽
部
の
興
行
内
容
に
触
れ
て
み
よ
う
。
活
動
写
真
は
、
当
時
は
短
編
の
た
め
、

複
数
本
を
上
映
す
る
こ
と
が
常
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
開
場
ま
も
な
い
十
一
月
十
二
日

か
ら
の
作
品
は
「
コ
ロ
ン
［
ケ
ル
ン
］
及
ラ
イ
ン
河
風
景
」「
大
悲
劇
因
果
」「
狸
の
七

変
化
」
そ
の
他
で（

39
）、
喜
劇
や
悲
劇
と
い
っ
た
芝
居
と
外
国
の
実
景
や
事
件
事
故
な

ど
が
主
で
あ
っ
た
。
一
方
、
キ
ネ
オ
ラ
マ
は
「
紐
育
市
中
実
況
」（

40
）「
英
領
マ
ル
タ
嶋

の
実
況
」（

41
）な
ど
の
海
外
風
景
や
「
英
国
河
畔
の
大
火
の
実
況
」（

42
）な
ど
外
国
も
の
が

中
心
で
、
パ
ノ
ラ
マ
の
広
が
り
を
生
か
し
た
構
成
と
い
え
た
。
当
時
注
目
さ
れ
た
南
極

探
検
な
ど
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

活
動
写
真
が
勢
い
を
増
す
時
期
、
活
動
写
真
の
上
映
と
キ
ネ
オ
ラ
マ
だ
け
で
十
分
魅

力
的
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
付
加
さ
れ
た
岩
井
琴
女
一
座
の
歌
舞
伎
舞
踊
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
、「
電
気
応
用
」「
電
気
配
色
」

と
い
っ
た
文
字
が
付
さ
れ
て
い
る
点
が
興
味
を
ひ
く
。
幸
い
な
こ
と
に
、
当
時
こ
の
舞

台
を
見
た
人
の
報
告
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
掲
げ
て
み
よ
う
。

兎
も
角
踊
を
見
せ
て
貰
ふ
こ
と
に
し
て
、
桟
敷
へ
通
つ
た
。
場
内
は
一
杯
の
人
で
あ

つ
た
。
一
日
四
回
位
入
れ
替
へ
る
の
だ
さ
う
だ
が
毎
回
満
員
に
な
る
の
だ
か
ら
、
盛
な

も
の
だ
。（
中
略
）

涼
し
さ
う
な
風
景
や
、
喜
劇
や
の
活
動
写
真
が
、
替
る
替
る
映
写
せ
ら
れ
た
、
南
極

探
検
の
キ
ネ
オ
ラ
マ
も
あ
つ
た
、
活
動
写
真
に
あ
ま
り
趣
味
を
持
た
な
い
自
分
は
、
少

な
か
ら
ず
惰
気
を
催
し
て
来
た
時
分
、
漸
う
琴
女
の
「
蛍
狩
」
の
幕
が
開
い
た
。

舞
台
を
深
く
し
て
植
込
を
見
せ
、
そ
こ
に
無
数
の
蛍
火
が
明
滅
し
て
ゐ
る
、
上
を
ふ

わ
ふ
わ
飛
ん
で
る
の
も
あ
る
、
山
台
は
常
磐
津
の
出
語
り
、
す
べ
て
本
趣
向
だ
。（
中
略
）

そ
こ
で
琴
女
が
真
中
へ
出
て
、
蛍
狩
の
所
作
に
か
ゝ
つ
た
。

団
扇
を
手
に
し
て
、
高
く
低
く
明
滅
す
る
蛍
を
逐
ひ
な
が
ら
振
事
が
あ
る
。
友
禅
の

袂
や
裾
が
、
緑
色
の
電
灯
に
照
り
は
え
て
、
清
艶
の
趣
を
添
え
る
。
蛍
と
い
ふ
の
は
、

先
刻
楽
屋
で
見
た
、
二
つ
の
指
輪
に
繋
が
る
針
金
の
先
に
小
さ
い
硝
子
の
球
を
つ
け
て
、

指
輪
を
合
せ
れ
ば
仕
掛
で
電
気
が
点
く
や
う
に
な
つ
て
居
る
の
だ
。
種
を
知
て
見
る
と
、

何
と
な
く
擽
ぐ
つ
た
い
や
う
な
気
も
す
る（

43
）。

こ
れ
は
明
治
四
十
四
年
七
月
下
旬
の
興
行
で
あ
る
。
喜
劇
な
ど
の
活
動
写
真
が
何
本

か
映
写
さ
れ
、
南
極
探
検
の
キ
ネ
オ
ラ
マ
が
あ
っ
た
。
そ
の
あ
と
、
琴
女
の
所
作
事
「
蛍

狩
り
」
と
な
っ
た
。
常
磐
津
の
出
語
り
な
ど
趣
向
は
本
格
的
だ
が
、
電
気
仕
掛
け
が
加

味
さ
れ
、
舞
台
に
緑
色
の
電
灯
が
灯
さ
れ
て
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。
そ
の
上

を
無
数
の
蛍
が
チ
カ
チ
カ
と
明
滅
し
な
が
ら
飛
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
彼
女
が
二
つ
の

指
輪
を
合
わ
せ
る
と
、
そ
れ
が
ス
イ
ッ
チ
と
な
っ
て
電
球
が
点
滅
す
る
仕
組
み
で
あ
っ

た
。「

蛍
狩
り
」
や
「
二
十
四
孝
狐
火
」
な
ど
の
演
目
は
電
気
仕
掛
け
に
似
つ
か
わ
し
い
が
、

「
娘
道
成
寺
」「
今
様
曽
我
」「
常
盤
御
前
」
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
電
気
を
用
い
た
の
か
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想
像
し
難
い
演
目
も
多
い
。
あ
る
随
筆
に
は
、「
今
様
曽
我
」
に
つ
い
て
、「
舞
台
で
は

顔
を
隈
取
つ
た
曽
我
兄
弟
が
、
焚
松
を
振
り
か
ざ
し
つ
ゝ
工
藤
の
狩
屋
に
忍
び
入
ら
ん

と
す
る
処
。
天
井
か
ら
は
青
白
い
電
光
を
横
さ
ま
に
射
か
け
て
激
し
い
雨
を
利
か
せ
よ

う
と
す
る
」（

44
）と
あ
り
、
電
光
を
利
用
し
た
雨
の
演
出
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

記
事
は
、
岩
井
琴
女
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
も
語
っ
て
い
る
。

間
も
な
く
這
入
つ
て
来
た
他
の
鏡
台
前
の
主
は
、
し
な
や
か
に
一
礼
し
て
、
妾わ
た
しは
岩

井
琴
女
で
ご
ざ
い
ま
す
と
挨
拶
す
る
。
娉す
ら
り婷
と
し
て
面
長
の
、
パ
ツ
チ
リ
し
た
眼
に
媚

を
含
ん
で
、
頭
は
鬘
下
地
に
結
つ
て
ゐ
る
。
三
十
を
可
な
り
越
し
て
る
で
あ
ら
う
、
白

粉
の
下
に
は
細
か
い
皺
が
透
い
て
見
え
た
。
（
中
略
）

殊
に
野
卑
な
、
劣
悪
な
、
毒
々
し
い
色
彩
を
ご
つ
た
返
し
た
千
日
前
の
、「
活
動
写

真
の
女
優
」、
大
方
修
養
の
な
い
蓮
葉
女
の
成
の
果
に
過
ぎ
な
い
の
だ
ら
う
と
、
嘗
て

自
分
は
高
を
括
つ
て
居
た
。
し
か
し
琴
女
は
そ
ん
な
も
の
で
は
な
い
、
芸
は
達
者
、
操

行
は
良
し
、
そ
し
て
非
常
の
人
気
者
だ
と
、
S
氏
は
説
明
し
て
居
た
。

人
馴
れ
た
、
そ
れ
で
も
女
ら
し
い
つ
ゝ
ま
し
さ
を
失
は
な
い
態
度
で
、
十
七
の
年
に

芸
者
に
な
り
、
間
も
な
く
九
女
八
の
門
下
に
入
つ
て
、
女
優
に
な
つ
た
こ
と
、
そ
の
後

一
度
廃
め
て
又
な
つ
た
の
だ
と
い
ふ
や
う
な
、
か
い
つ
ま
ん
だ
身
上
話
を
語
つ
た
、
東

京
に
居
る
と
き
は
、
三
崎
座
や
本
郷
座
そ
の
他
へ
出
勤
し
て
居
た
と
い
ふ（

45
）。

三
十
歳
台
で
あ
る
が
、
す
ら
り
と
し
て
、
面
長
で
、
目
は
パ
ッ
チ
リ
と
い
う
優
れ
た

容
姿
を
持
っ
て
い
る
。「
修
養
の
な
い
蓮
葉
（
は
す
っ
ぱ
）
女
の
成
の
果
」
と
い
う
先

入
観
と
は
程
遠
く
、
芸
達
者
で
「
非
常
の
人
気
者
」
で
あ
っ
た
。
ど
う
や
ら
、
電
気
応

用
で
奇
を
て
ら
う
だ
け
で
な
く
、
し
っ
か
り
し
た
舞
踊
と
美
し
い
容
姿
で
客
を
引
き
付

け
て
や
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
諸
芸
の
実
演
と
活
動
写
真
と
を
混
合
し
て
興
行
に
仕
立
て
る
方
法
は
一

般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
正
初
期
に
は
、
ひ
と
つ
の
演
目
の
な
か
に
映
像
と

実
演
を
併
用
す
る
連
鎖
劇
も
登
場
し
た
。
芦
辺
倶
楽
部
の
場
合
、
そ
れ
に
加
え
、
キ
ネ

オ
ラ
マ
と
い
う
新
装
置
を
取
り
入
れ
た
点
に
新
鮮
味
が
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
電
気
を
用
い
た
実
演
と
い
う
点
も
、
観
客
の
注
目
を
引
い
た
。「
蛍
狩
り
」

の
例
を
み
れ
ば
、
歌
舞
伎
的
に
は
一
種
の
ケ
レ
ン
と
み
な
せ
る
。
そ
う
思
え
ば
、
所
作

事
の
実
力
の
あ
る
岩
井
琴
女
が
ケ
レ
ン
の
要
素
を
加
味
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
、
早

替
り
や
宙
乗
り
を
得
意
と
し
た
中
村
福
円
と
似
た
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
。
琴
女
の
舞
台

は
、
暑
い
夏
の
上
に
、
米
価
も
上
が
っ
て
「
大
芝
居
が
ど
こ
も
不
振
」
の
な
か
で
、「
一

日
四
回
位
入
れ
替
え
る
の
だ
さ
う
だ
が
毎
回
満
員
に
な
る
」（

46
）ほ
ど
多
数
の
観
客
を
吸

い
寄
せ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

最
初
に
示
し
た
よ
う
に
、
数
多
い
大
阪
の
役
者
の
な
か
で
も
、
今
日
ま
で
名
を
留
め

て
い
る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。
そ
れ
に
反
し
て
、
同
時
代
の
観
客
か
ら
喝
采
を
浴
び

た
役
者
は
大
勢
い
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
三
人
も
、
そ
の
例
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

中
村
福
円
は
歌
舞
伎
人
名
事
典
な
ど
に
も
立
項
さ
れ
て
お
り（

47
）、
現
在
で
も
知
ら
れ

た
役
者
と
い
え
な
く
も
な
い
。
一
方
で
、
中
村
七
賀
之
助
や
岩
井
琴
女
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
知
る
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
七
賀
之
助
は
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）

時
点
で
は
六
等
俳
優
で
、
役
者
全
体
か
ら
い
え
ば
、
上
位
二
割
に
入
っ
て
い
る
。
そ
ん

な
役
者
だ
か
ら
こ
そ
、
明
治
末
頃
か
ら
彼
に
関
す
る
芸
評
も
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

現
在
で
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
他
の
大
勢
の
役
者
の
実
態
を
探
る
と
と
も
に
、
そ
の
観
客
（
層
）
に
つ
い
て
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検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、
大
阪
市
内
に
点
在
す
る
各
劇
場
（
街
）
に

つ
い
て
知
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
他
方
、
興
行
の
形
態
に
つ
い
て
は
、「
純
粋
」
な

歌
舞
伎
に
拘
泥
せ
ず
、
諸
芸
や
活
動
写
真
な
ど
と
の
混
合
的
な
興
行
に
つ
い
て
も
注
意

を
払
う
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
芝
居
以
外
の
演
芸
や
活
動
写
真
な
ど
に
つ
い
て

も
目
配
り
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
演
芸
と
い
え
ば
、
落
語
や
浪
花
節
が
す
ぐ
に
思
い

浮
か
ぶ
が
、
一
時
に
流
行
し
た
安
来
節
な
ど
も
大
阪
由
来
で
な
い
た
め
見
落
と
し
が
ち

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
諸
芸
も
大
阪
の
人
々
が
楽
し
ん
だ
こ
と
に
変
わ
り
は

な
く
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
庶
民
が
享
受
し
た

芸
能
の
姿
が
浮
か
び
上
が
り
、
人
々
の
好
み
や
感
性
に
迫
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か（

48
）。

註（
１
）『
新
修
大
阪
市
史
』
六
、
大
阪
市
、
一
九
九
四
年
、
九
四
三
～
九
九
七
頁

（
２
）
作
表
に
あ
た
っ
て
は
「
大
阪
俳
優
組
合
収
入
金
調
書
」（
飯
島
満
翻
刻
「
上
方
歌
舞
伎
俳

優
給
金
調
」、「
歌
舞
伎

研
究
と
批
評
」
二
七
号
所
収
）
に
依
っ
た
。

（
３
）「
倶
楽
部
」
掲
載
投
書
、「
演
芸
画
報
」
大
正
三
年
八
月
号
所
収

（
４
）
み
や
け
生
「
小
芝
居
の
盆
興
行
」、「
演
芸
画
報
」
大
正
三
年
八
月
号
所
収

（
５
）「
倶
楽
部
」
掲
載
投
書
、「
演
芸
画
報
」
大
正
三
年
九
月
号
所
収

（
６
）
前
掲
書

（
７
）
前
掲
「
上
方
歌
舞
伎
俳
優
給
金
調
」

（
８
）『
近
代
歌
舞
伎
年
表

大
阪
篇
』
四
、八
木
書
店
、
四
十
一
頁
。
以
下
、
興
行
記
録
に
つ
い

て
特
に
断
り
の
な
い
場
合
は
、
本
書
に
依
る
。

（
９
）『
近
代
歌
舞
伎
年
表

大
阪
篇
』
三
、五
二
六
頁
、
五
六
三
頁

（
10
）
三
宅
造
酒
頭
「
十
月
の
小
芝
居
」、「
演
芸
画
報
」
大
正
三
年
十
一
月
号
所
収

（
11
）
山
口
廣
一
編
著
『
梅
玉
芸
談
』
誠
光
社
、
昭
和
二
十
四
年
、
三
～
五
頁

（
12
）
藤
澤
清
造
「
演
伎
座
と
宮
戸
座
」、「
演
芸
画
報
」
大
正
三
年
十
月
号
所
収

（
13
）
法
月
敏
彦
「
関
西
に
お
け
る
松
竹
会
社
の
動
向
」、「
歌
舞
伎

研
究
と
批
評
」
十
六
号
所

収

（
14
）
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
五
月
に
実
質
の
経
営
は
松
竹
に
移
る
（
法
月
前
掲
論
文
）。

（
15
）
笹
川
慶
子
『
明
治
・
大
正

大
阪
映
画
文
化
の
誕
生
』
関
西
大
学
大
阪
都
市
遺
産
研
究
セ

ン
タ
ー
、
二
〇
一
二
年
、
一
一
四
頁

（
16
）『
近
代
歌
舞
伎
年
表

大
阪
篇
』
五
、四
九
〇
頁

（
17
）
前
掲
書

（
18
）
青
木
桜
渓
「
大
正
二
年
関
西
劇
壇
回
顧
」、「
演
芸
画
報
」
大
正
三
年
二
月
号
所
収

（
19
）
前
掲
書

（
20
）
三
島
霜
川
「
大
正
役
者
芸
風
記
」
の
う
ち
「
嵐
三
五
郎
」、「
演
芸
画
報
」
大
正
四
年
十
月

号
所
収

（
21
）
前
掲
「
上
方
歌
舞
伎
俳
優
給
金
調
」。
な
お
、『
歌
舞
伎
俳
優
名
跡
便
覧

第
四
次
修
訂
版
』

日
本
芸
術
文
化
振
興
会
、
二
〇
一
二
年
、
三
十
四
頁
に
は
嘉
永
四
年
生
ま
れ
と
あ
る
。

（
22
）
前
掲
「
上
方
歌
舞
伎
俳
優
給
金
調
」、
及
び
「
全
国
俳
優
名
鑑
」、「
演
芸
画
報
」
大
正
三

年
一
月
号
所
収

（
23
）
守
屋
毅
『
村
芝
居
』
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
、
二
十
六
頁

（
24
）
梅
川
生
「
道
頓
堀
と
千
日
前
と
さ
う
し
て
京
極
」、「
演
芸
画
報
」
大
正
十
年
三
月
号
所
収

（
25
）
笹
川
前
掲
書
、
九
〇
頁

（
26
）
梅
川
生
前
掲
書

（
27
）
山
本
柳
葉
「
中
村
福
円
」、「
演
芸
画
報
」
大
正
九
年
三
月
号
所
収

（
28
）
大
久
保
春
来
「
東
京
演
芸
行
脚
」、「
演
芸
画
報
」
大
正
九
年
十
一
月
号
所
収

（
29
）
井
下
正
三
『
こ
ん
ぴ
ら
歌
舞
伎
』
保
育
社
カ
ラ
ー
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
九
六
年

（
30
）
大
久
保
前
掲
書
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（
31
）
大
阪
毎
日
新
聞
、
大
正
二
年
一
月
四
日
付

（
32
）
岡
鬼
太
郎
「
女
役
者
の
殿
」、「
演
芸
画
報
」
大
正
二
年
九
月
号
所
収

（
33
）
笹
川
前
掲
書
、
八
四
～
八
五
頁

（
34
）『
日
本
国
語
大
辞
典
』
小
学
館
、
一
九
七
三
年
、「
キ
ネ
オ
ラ
マ
」
の
項

（
35
）『
大
衆
文
化
事
典
』
弘
文
堂
、
一
九
九
一
年
、「
野
村
芳
亭
」
の
項

（
36
）
石
井
研
堂
『
明
治
事
物
起
原
』、『
明
治
文
化
全
集
』
別
巻
一
二
四
八
～
一
二
四
九
頁

（
37
）
大
阪
毎
日
新
聞
、
明
治
四
十
三
年
十
一
月
二
日
付

（
38
）
大
阪
朝
日
新
聞
、
明
治
四
十
三
年
十
一
月
十
一
日
付

（
39
）
大
阪
毎
日
新
聞
、
明
治
四
十
三
年
十
一
月
十
二
日
付

（
40
）
前
掲
紙

（
41
）
大
阪
毎
日
新
聞
、
明
治
四
十
三
年
十
二
月
四
日
付

（
42
）
大
阪
毎
日
新
聞
、
明
治
四
十
四
年
一
月
十
六
日
付

（
43
）
紫
蕾
子
「
千
日
前
の
女
優
」、「
演
芸
画
報
」
明
治
四
十
四
年
十
月
号
所
収

（
44
）
六
浪
「
道
頓
堀
千
日
前
ぶ
ら
〳
〵
あ
る
記
」、「
演
芸
画
報
」
明
治
四
十
四
年
八
月
号
所
収

（
45
）
前
掲
「
千
日
前
の
女
優
」

（
46
）
前
掲
書

（
47
）
野
島
寿
三
郎
編
『
歌
舞
伎
人
名
事
典
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
一
九
八
八
年
、
倉
田
喜
弘

ほ
か
編
『
日
本
芸
能
人
名
事
典
』
三
省
堂
、
一
九
九
五
年

（
48
）
筆
者
の
関
心
に
近
い
研
究
と
し
て
、
神
山
彰
編
『
忘
れ
ら
れ
た
演
劇
』
森
話
社
、

二
〇
一
四
年
が
あ
り
、
没
後
の
「
市
川
九
女
八
」
の
逸
話
な
ど
も
含
め
興
味
深
い
論
考
が

あ
る
。
ま
た
、
拙
稿
「
西
陣
の
芝
居
を
め
ぐ
る
人
々
―
大
正
初
期
の
京
都
に
お
け
る
役
者

と
観
客
―
」、「
文
化
学
年
報
」
六
十
五
輯
所
収
は
、
本
稿
と
同
じ
観
点
か
ら
京
都
・
西
陣

の
芝
居
と
観
客
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
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Various Aspects of Theatrical Entertainment in Osaka in the Early 
20th Century - From a Viewpoint of the Popular Culture History

FUNAKOSHI Mikio 

The member of the Osaka actors guild was 446 people in 1892. Among them, the well-known actor was only about 10%, 

Many actors are forgotten now.

In this paper, I mention three actors, Nakamura Nakanosuke, Nakamura Fukuen and Iwai Kotojo, I analyzed the play that 

was favored by the public in Osaka. Nakamura Nakanosuke who appeared in the Matsushima Yachiyoza Theater played the 

exaggerated play that he wore by provincial tours. Nakamura Fukuen who appeared in Tokyo in addition to Osaka was 

good at keren (eccentric performance) such as quick change and midair stunt. Iwai Kotojo who appeared Sennichimae dis-

tricts performed the dance using the electricity that was the entertainment of the movie.

Some people thought that their plays had low class, but it is a fact that many public favored them. When we think about the 

taste of the audience in Osaka, it is necessary to analyze it about plays such as the above.


